
 

 

 

 

 

 ゼミナールⅠ ゼミナールⅡ・Ⅲ 

授業概要 

 

本ゼミナールは、近現代の西洋を中心とするファッションの歴史を学際的

に研究します。具体的には、フランスが絶対王政を確立し、ヨーロッパの流

行に大きな影響力を持つようになる 17 世紀後半から、ファッションがグロー

バルな広がりをみせる現代までの時代を扱います。この時、ただ各時代の流

行や著名なデザイナーの作品をたどるのではなく、なぜそうした造形がその

時代に現れたのか、各時代に固有の美意識や思想、あるいは社会の構造や政

治経済の状況など、多様な視点から考察を行います。 

 ゼミナールⅠでは、文献講読を通して、近現代のファッションに関する基

礎的な知識を習得します。しかし、現代とはかけ離れた歴史的な衣服を言葉

だけで理解するには限界があります。そこでゼミでは、テクストを補う視覚

史料として、絵画や写真、雑誌、映画などを活用します。これらのメディア

は、そのまま衣服や装飾品を写し取っていることもあれば、誇張や省略、理

想化など、意図的な操作が行われていることも少なくありません。ゼミでは

こうしたファッションをめぐるイメージの分析方法についての理解も深めま

す。 

 ゼミを通して、資料や文献の収集・講読・分析のほか、パワーポイントを

使った発表やディスカッション、レポート作成など、今後の研究でも必要と

なるアカデミックスキルを身に着けます。  

 
ゼミナールⅡ・Ⅲでは、ゼミナールⅠで習得した知識と分析方

法に基づき、近現代の西洋のファッションを複眼的な視点から読

み解いていきます。 
ゼミはグループ研究と個人研究の2つの形式で進めます。グルー

プ研究のテーマは多岐に渡りますが、たとえば以下のようなテー

マを予定しています。 
 

・ファッション写真の成立要件 
・ファッションとモダニズム 
・ファッションと芸術 
・オリジナリティとコピー 
・服飾におけるジェンダー意識 

 
共通テーマは教員からも提案をしますが、最終的にはゼミ生の

関心を反映して決定したいと思います。 
また、各人で個人研究を進め、ゼミ内で進捗状況を報告しても

らいます。そして、4 年生はその成果を卒業論文にまとめ提出する

ことを目標とします。 

授業の到達目標 

・近現代のファッションの移り変わりを、時代背景と共に理解する。 

・絵画や写真、映画などを視覚史料として扱い、単なる作品鑑賞から一歩踏

み込んだイメージ分析を各自が行えるようになる。 

・卒業論文につながる関心を模索する。 

 
・ファッションを一時的な流行としてとらえるのではなく、その

ような現象を生み出した時代の精神性、あるいは文化的・社会

的背景と共にとらえる俯瞰的な視点を培う。 
・ゼミナールの集大成として卒業論文を執筆する。 
 

テーマ名称 担任者氏名 開講形態 使用言語 

西洋服飾史 朝倉 三枝 ③ 日本語 



教科書・ 

参考文献 

【教科書】適宜配布する。 

【参考文献】 

徳井淑子『図説 ヨーロッパ服飾史』、河出書房新社、2010 年 

深井晃子編『世界服飾史』[増補新装]、美術出版社、2010 年 

深井晃子『ファッションから名画を読む』、PHP 研究所、2009 年 

その他、授業内で紹介します。 

【教科書】適宜配布する。 

【参考文献】 

蘆田裕史・藤嶋陽子・宮脇千絵編『ファッション・スタディー

ズ』、フィルムアート社、2022 年 

その他、授業内で紹介します。 

成績評価方法

（評価基準・ 

割合） 

平常点 60％ 発表や授業への参加度などを総合的に評価。 

レポート 40％ ゼミでの学びの理解度を評価。 

平常点 60％ 発表や授業への参加度などを総合的に評価。 

レポート 40％ ゼミでの学びの理解度を評価。 

備考・関連 URL

等 

 

  

 


